
平成１３年１０月３１日

平成14年３月期中間個別決算の概要について
シロキ工業株式会社

（輸送用機器　東証、名証第１部上場）

平成１４年３月期中間個別決算につきまして概要をご説明させていただきます。

１、 個別決算概要について

［売上は期初予想に対し０．７％増］

●当社の上半期の売上高は３９４億８千１百万円となり、

期初予想３９１億９千５百万円に対し２億８千６百万円増で、

０．７％の増収となりました。しかし前年同期比では２．９％

の減収となりました。これは、トヨタ自動車（株）およびト

ヨタグループ向けが1千７百万円の微増、またスズキ（株）も
１億１千１百万円増加するなど堅調に売上が推移した得意先

があったものの、主に三菱自動車工業（株）向けの売上が

１４億４千万円減少したことが影響し、減収となりました。

［経常利益は期初予想に対し８４．３％増］

●利益につきましては、営業利益４億９千７百万円と期初予

想に対し１億１千１百万円増で、２８．８％の増益、また経

常利益は４億２千２百万円と期初予想に対し１億９千３百万

円増で、８４．３％の増益とすることができました。これは

主として全社をあげて徹底した合理化活動によるもので、生

産品目を主力５製品に特化し経営資源を集中させることによ

る高品質・高機能・低コストの製品づくりに取り組んだほか、

標準設計によってコストの大幅削減に取り組むなど原価低減

に努めたことなどにより、期初予想に対し１億３千４百万円

増の９億３千１百万円の合理化効果をあげました。またこの

他、営業外収益として北米生産子会社のＳＷマニュファクチ

ャリング（株）への設備売却益増５千６百万円などがありま

した。

　　

［前年同期比では減益］

●しかしながら前年同期比では、売上減による影響２億３千

９百万円のほか、退職給付費用の増加２億５千２百万円、ベ

スアップの影響、売価変動などにより、営業利益は４億５千

３百万円減少し、４７．７％の減益、また、経常利益も４億

４千１百万円減少し、５１．１％の減益となりました。

●個別中間期実績

上段当中間期・下段前年同期

① 売上高：

３９４億８千１百万円

４０６億７千５百万円

（△１１億９千４百万円）

（前年同期比２．９％減）

② 営業利益：

４億９千７百万円

　９億５千１百万円

（△４億５千３百万円）

（前年同期比４７．７％減）

③ 経常利益：

４億２千２百万円

　　　　　８億６千３百万円

（△４億４千1百万円）
（前年同期比５１．１％減）

④ 特別利益：

６億８千１百万円

３７億３千１百万円

（△３０億５千万円）

＊参考：固定資産売却益

　　　　　６億７千７百万円

＊参考：退職給付信託設定益

　　　△３７億３千１百万円

⑤　特別損失

　　　　　　１４億９百万円

１０９億２千５百万円

（△９５億１千５百万円）

＊参考：固定資産所却損

　　　　　６億７千６百万円

＊参考：退職給付会計基準変更

時差異信託分

　　　　　　　　△１００億円

⑥　中間（当期）純利益：

△１億６千６百万円

△３６億４千万円

　　



［最終損益は前年△３６億４千万円円から

△１億６千６百万円に改善］

●最終損益につきましては、退職給付費用６２億６千８百

万円減と東京デポ（元東京工場）の土地一部売却による固

定資産売却益など特別利益６億８千１百万円がありました

が、財務体質強化のため固定資産除却損として６億７千６

百万円、製品不具合に対する補償費として４億円、退職給

付費用として３億３千万円などにより、特別損失１４億９

百万円を計上いたしました。このため、前年同期の３６億

４千万円の中間損失に対して１億６千６百万円の中間損失

となりました。

２、上期の取り組みについて：

●弊社では厳しい経営環境のなか、全社を挙げて収支改善

活動と業務改革に取り組むとともに、中期経営計画（９９

～０３）を基に構造改革を着実に進め、企業体質の強化を

はかりました。上期に実施した主な取り組みは次の通りで

す。

１、事業のグローバル展開の推進

①シロキタイランド設立の決定

　・アジアでの生産・供給体制を整え、世界４極市場対応

を進めました。

②ブローゼ社（ドイツ）との協業推進

・「低コスト化」を大きなテーマに、現在両社で協業効果

が出る製品の開発を売り・造り・買いの角度から検討

しています。

③ＳＷＭジョージア（米）でのドアサッシの生産準備

　・来年１月より納入開始、北米での生産品目を拡大しま

　　す。

　　

２、生産品目・生産拠点の見直し

①生産品目の主力５製品に特化

・経営資源の集中化により、高品質・高機能・低コスト

の世界ＮＯ．1製品づくりを進めるとともに、５大製品
の世界４極市場への対応をはかりました。

②九州シロキ（北九州市）の設立

　・８月に設立、九州地区での受注拡大に対応するととも

　　に、国内生産拠点の最適化をはかりました。

＊参考：

●トヨタグループ向け

２６５億２千３百万円

　　２６５億５百万円

（１千７百万円増）

（前年同期比０．１％増）

トヨタ自　１６６億６千万円

トヨタＧ　　９８億６千２百万円

同納入先別

① 高島屋日発工業（株）

７億７千１百万円増

② アラコ（株）

４億７千４百万円増

③ トヨタ自動車（株）

２億２百万円増

　
　　　　　　　　　　　　　　　　
●合理化（収支改善）活動の成果

９億３千１百万円

＊

期初に対して1億３千４百万円の
合理化効果増

●設備投資（百万円）（前年同期）

上期実績

１、５５８（１、３１１）

通期予想

３、４００（３、６３３）

●減価償却費

上期実績

２、２８３（２、１８９）

通期予想

４、８７５（４、５２９）

●当社５大製品

①シートリクライナ・シートアジ

ャスタ

②ウインドレギュレタ

③ドアサッシ

④ロック・ヒンジ

⑤モールデイング



３、利益体質への転換と定着

①５大製品別の戦略的目標原価達成の取り組み実施

　・標準設計によるコスト削減を推進しました

　　（部品のコア部分を標準化し、得意先別にはコアをベ

　　　ースにオプション対応し、３０％コストダウンをめ

　　　ざします）。

４、ＩＴネットの開発・構築

①基幹コンピュータシステムと社内ネットワークの構築

　・取引先のＩＴ化に対応するとともに、スピーデイで効

率的な業務体制の構築

５、その他

①取締役を４名削減し、１６名体制に

３、通期業績予想について

［昨期３４億７百万円の損失から２億９千８百万円の

純利益に］

●通期業績予想につきましては、米国の同時テロの影響に

より世界的な景気と企業収益の悪化が懸念され。依然厳し

い経営環境が予想されます。しかしながら下期は営業努力

と拡販活動により下期売上を前年比３億２千８百万円増の

４１７億５百万円を予想しています。しかしながら、通期

売上高は８１１億８千６百万円で前年実績に対し１．１％

の減収を予想しています。通期営業利益につきましては、

前年比２６．０％減の１５億５千８百万円、また通期経常

利益も３２．５％減の１３億４千８百万円を予想していま

す。最終損益につきましては、退職給付費用６２億６千８

百万円減などによる特別損益の改善により通期で当期純利

益２億９千８百万円を予想しています。

　　［期末配当予想４円から３円に］

●期末利益配当金予想につきましては、期初の予想期末配

当金４円（平成１３年５月３０日発表）に対し、事業環境

ならびに中長期的な企業体質の強化などを総合的に勘案し、

３円とさせていただきます（前期末４円）。これにより平成

１４年３月期の１株当たりの年間配当金は３円で、前期に

比べ１円減額の予想となります。

●個別通期予想

（上段予想、下段前期実績）

①売上高：

８１１億８千６百万円

８２０億５千２百万円

（前年同期比１．１％減）

②営業利益：

１５億５千８百万円

２１億５百万円

（前年同期比２６．０％減）

③経常利益：

１３億４千８百万円

１９億９千８百万円

（前年同期比３２．５％減）

④当期純利益：

２億９千８百万円

△３４億７百万円


